
不動産の帳簿価格と回収可能額との差額３億32百万円、所有土地について不動産開発の長期化により帳簿価格

子会社に対する貸倒引当金４億円を特別損失に計上の予定であります。

1.　特別損失の発生及びその内容

　当社グループは、平成22年９月期決算において、事業の見直しに伴う売却等も視野に入れたことにより賃貸

と回収可能額との差額２億21百万円、また、食品事業設備とのれんについて、収益性の低下に伴い帳簿価格と

回収可能額との差額２億16百万円をそれぞれ減損損失として特別損失に計上の予定であります。

　なお、当社においては上記記載の事業の見直し及び所有土地の利用計画の見直しに伴う減損損失に加え連結
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前 回 発 表 予 想

増 減 額

円 銭

△ 170 18

△ 579

△ 1,292

増 減 率 ( % ) △ 0.2 － －

前 回 発 表 予 想 ( A )

２.　平成２２年９月期通期連結業績予想値の修正（平成21年10月1日～平成22年９月30日）

△ 94 01

今 回 発 表 予 想 ( B )

△ 191 △ 713( A ) 9,432 △ 158

最近の業績の動向を踏まえ、平成22年４月30日に公表しました平成22年９月期（平成21年10月１日～平成

（単位：百万円）

平成22年11月9日
各　　位

22年９月30日）通期業績予想を下記のとおり修正いたしましたので併せてお知らせいたします。

記

責 任 者 役 職 名

氏 名

電 話 番 号

1株当たり

当期純利益

会 社 名

代 表 者

コ ー ア ツ 工 業 株 式 会 社
代表取締役社長　　白 石　純 孝

常務取締役管理本部長

  当社において、特別損失が発生いたしますので、その概要をお知らせするとともに、特別損失の発生及び

（０９９）２２９－８１８１

遠　矢　幸　一

27 26

　　（コード番号　１７４３　大証第二部・福証）

問 い 合 せ 先

特別損失の発生及び業績予想の修正に関するお知らせ

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益

△ 132
円

(B-A) △ 20

（ご参考）前期実績（平成21年9月期） 11,954 255 233 207

銭

△ 85 46

今 回 発 表 予 想 ( B ) 8,739 93

△ 6488,736 △ 109

増 減 率 ( % )

増 減 額 (B-A)

（ご参考）前期実績（平成21年9月期） 11,336 341 330 15 54117

△ 187 0779 △ 1,420

－

３．平成２２年９月期通期個別業績予想値の修正（平成21年10月1日～平成22年９月30日）

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり

当期純利益

（単位：百万円）

3 202

0.0 － － －

211 △ 772



　連結業績予想につきましては、営業利益、経常利益につきましては、主に個別業績予想の修正に伴い業績

百万円となる見込みであります。

より、営業利益、経常利益それぞれ好転しましたが、上記記載の特別損失発生を主な要因として、当期純損

失14億20百万円となる見込みであります。

　建設事業における原価の圧縮に努め、さらに販売費及び一般管理費において人件費を中心に経費の削減に

　（2）　個別業績予想

予想の修正を行うものであります。また、上記記載の特別損失の発生を主な要因として、当期純損失12億92

　（1）　連結業績予想

４．　修正の理由

以上

※　上記の予想は、本資料の発表時点で入手可能な情報に基づき当社で判断した予測であり、実際の業

　　績は、今後様々な要因によって予想数値と異なる場合があります。


